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求
め
ら
れ
る
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
策
定

Q
銀
行
や
個
店
の
閉
店
、
市
役
所
移
転
の
可
能
性
な
ど
、

中
心
市
街
地
空
洞
化
の
不
安
は
高
ま
っ
て
い
る
。
将
来
の

展
望
を
示
す
計
画
が
必
要
だ
が
、
ど
う
か
。

A
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
商
店
街
へ
の
影
響
は
市
と
し
て

も
大
変
憂
慮
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
緊
急
経
済
対
策
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
疲
弊
し
た
経
済
の
回
復
、
新

た
な
時
代
の
商
店
街
の
形
成
に
向
け
、
中
長
期
的
な
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
計
画
を
令
和
３
年
度
に
策
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
員
の
確
保
と
、退
職
報
償
金
制
度
の
拡
充

Q
共
済
基
準
の
30
年
を
超
え
所
属
す
る
団
員
が
増
加
し

て
い
る
。
団
員
数
確
保
の
た
め
に
も
35
年
、
40
年
な
ど
退

職
報
償
金
制
度
の
拡
充
は
で
き
な
い
か
。

A
活
動
期
間
が
40
年
以
上
に

わ
た
る
団
員
も
い
る
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
退
職
報
償
金
の
支

払
い
対
象
に
つ
い
て
、
35
年
や

40
年
以
上
な
ど
枠
を
広
げ
る
検

討
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
た

め
、
県
外
の
事
例
も
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
必
要
な
支
援
策
と
対
応
策

Q
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
市
職
員
の
働
き
方
改
革

が
考
え
ら
れ
る
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
で
現
在
想
定
し
て

い
る
通
信
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

A
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
職
員
に
は
、
デ
ー
タ
の
保
存
が

で
き
な
い
専
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
し
、
閉
域
網
に
よ

る
専
用
の
通
信
回
線
を
利
用
し
て
、
利
用
者
認
証
を
要
す
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
介
し
て
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す

る
。
安
全
な
通
信
環
境
で
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
わ
な
い
事

務
な
ど
を
処
理
す
る
。

体
験
農
園
と
農
業
支
援
策

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
も
青
空
の
下
、
有
機
農
業
体
験
が
で
き
、

指
導
員
の
手
厚
い
指
導
も
受
け
ら
れ
る
、
山
田
川
自
然
の
里

と
佐
野
体
験
農
園
の
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

A
有
機
農
法
の
指
導
等
が
充
実
し
て
お
り
、
心
身
共
に
健

康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
市
民
農
園
の

良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
市
民
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

る
。
ま
た
、
市
民
農
園
を

通
じ
農
業
を
身
近
に
感
じ
、

農
業
人
口
の
維
持
に
少
し

で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に 

よ
る
影
響
と
対
策

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
本

市
の
令
和
２
年
度
・
３
年
度
の
税
収
は
ど
の
程
度
の
減
収
と

な
る
の
か
、
現
時
点
で
の
想
定
を
伺
う
。

A
市
税
の
現
年
課
税
分
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
は
、
法

人
市
民
税
等
の
減
収
や
、
徴
収
猶
予
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

当
初
予
算
額
に
対
し
４
億
円
程
度
の
減
収
を
想
定
し
て
い

る
。
令
和
３
年
度
は
、
不
確
定
要
素
も
多
い
現
時
点
で
の
推

計
で
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
額
に
対
し
12
億
円
程
度
の
減

収
を
見
込
ん
で
い
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方

へ
、
包
括
的
な
相
談
体
制
の
強
化
と
、
生
活
困
窮
者
へ
の
継

続
的
な
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

A
国
や
県
の
支
援
策
を
的
確
に
情
報
把
握
す
る
と
と
も
に
、

関
連
す
る
庁
内
部
局
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
を
担
う
社
会
福
祉

協
議
会
お
よ
び
生
活
困
窮
者
の

相
談
窓
口
で
あ
る
三
島
市
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
と
丁
寧
に
連
携

し
、
引
き
続
き
個
々
の
生
活
困

窮
者
の
状
況
に
応
じ
た
断
ら
な

い
相
談
支
援
を
展
開
し
て
い
く
。
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「
共
創
」
で
進
め
て
い
き
た
い
大
場
函
南
Ｉ
Ｃ 

周
辺
の
都
市
的
土
地
利
用

Q
魅
力
的
な
企
業
の
関
心
を
得
る
た
め
に
は
市
の
積
極
的

関
与
が
不
可
欠
。
共
に
進
め
る
「
共
創
」
の
考
え
方
に
基
づ

く
街
づ
く
り
を
期
待
す
る
が
、
可
能
か
。

A
地
元
が
望
む
土
地
利
用
の
実
現
を
支
援
し
た
い
が
、
こ

れ
ま
で
地
元
地
権
者
の
中
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
具
体
的

な
土
地
利
用
の
合
意
に
至
っ
て
い

な
い
。
ま
ず
は
、
地
元
が
民
間
事

業
者
と
共
に
望
ま
し
い
土
地
利
用

に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
い
、
一
定

の
合
意
の
も
と
に
市
に
提
案
し
て

も
ら
い
た
い
。

Q
９
０
０
万
円
の
予
算
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
大
場
耕
地

で
の
開
発
の
可
能
性
調
査
で
は
、
ど
の
よ
う
な
調
査
内
容
を

ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
。

A
地
元
地
権
者
と
の
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
大
場
地
区
に
似

た
立
地
条
件
で
、
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
青
地
を
土
地
利
用
転

換
し
た
事
例
の
中
か
ら
参
考
と
な
り
そ
う
な
５
事
例
を
選
定
す

る
。
各
事
例
の
事
業
手
法
、
関
係
法
令
の
許
認
可
の
過
程
、
事

業
費
、効
果
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、今
後
の
検
討
に
活
用
す
る
。
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市
の
農
業
活
性
化
に
向
け
た
政
策
展
開

Q
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
精
通

し
た
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
や
、
農
業
の
技
術
革
新
・
生
産

性
向
上
を
図
る
体
制
が
作
れ
な
い
か
。

A
Ｊ
Ａ
三
島
函
南
と
共
に
、
農
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
Ａ
Ｏ

Ｉ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
研
修
へ
の

参
加
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
農

業
生
産
技
術
の
取
り
組
み
成
果
を
共

有
し
て
い
く
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応

で
き
る
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
含

め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
に
向
け

た
支
援
を
積
極
的
に
進
め
る
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

Q
健
康
維
持
・
介
護
予
防
の
原
点
は
食
の
保
障
と
栄
養
改

善
。
高
齢
化
が
進
み
、
他
市
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
微
増
す

る
中
、
30
％
台
に
減
少
し
た
理
由
は
何
か
。

A
平
成
29
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

対
象
者
を
要
介
護
者
や
事
業
対
象
者
等
に
変
更
し
た
こ
と
、

評
判
の
良
か
っ
た
一
部
の
給
食
配
食
事
業
者
が
撤
退
し
た
こ

と
、
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
民
間
事
業
者
が

増
加
し
、
利
用
者
の
選
択
の
余
地
が
増
え
た
こ
と
が
理
由
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
と
周
辺
部
の
土
地
利
用
は

青
地
解
除
に
対
す
る
市
の
協
力
体
制
確
立
は
可
能
か
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清
住
緑
地
の
新
エ
リ
ア
に
休
め
る
ベ
ン
チ
の
設
置
を

今
こ
そ
自
殺
対
策
を
強
化
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
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